
○ 自動給餌機の導入により、肥育牛は１日５回の定時の飼料給与
で涼しい夜間にも給与できることで牛の増体が良くなった。また、飼
料給与に係る労働力の軽減が図られた。

○ 監視カメラの導入により、分娩時や牛の異常時に早急な対応が
可能となり、事故防止につながった。

○ ユーモーションの導入により、 24時間監視が可能となり、監視カ
メラと併用することで、牛の異常時の確認や対応がさらに速やかに
なった。

自動給餌機及び牛の行動モニタリングシステム等による省力化

①経営体の概要

②導入技術・システム（商品名・サービス名と企業名）

③導入の経緯

⑤導入してどうだったか（その１ 導入前との比較、効果）

⑥導入してどうだったか（その２ 改善してほしい点、課題）

○ 所在地：鹿児島県肝属郡肝付町
○ 経営体名：村商株式会社（新村畜産）
○ 経営概要：和牛一貫経営 飼養頭数1,464頭 牧草地25ha

水稲７ha
○ 労働力：雇用20名

（職員９名、パート３名､障がい者８名)、技能実習生４名

○ 自動給餌機：fujiki（株）

○ 分娩監視カメラ：（株）USEN

○ 牛の行動モニタリングシステム「U－motionⓇ（ユーモーション）」
：デザミス （株）

○ 牛は、夏場の昼は暑さで食欲がないこともあり、涼しい夜間

に給与することや分娩事故を防ぐことを目的に自動給餌機及
び分娩監視カメラを平成30年に導入した。あわせて、牛の行を
リアルタイムで監視して健康状態を把握するため牛の行動モニ
タリングシステム「ユーモーション」を導入した。

○ なし。

○ 現在、分娩は、昼間と夜間で半々であるが、昼間に100％分娩す
ることができれば、大幅な効率化・省力化が期待されることから給
与時間の設定などを研究している。

○ ユーモーションについて、飼養管理台帳など生産工程管理とリン
クした有効活用ができないか検討中である。

自動給餌機 分娩監視カメラ 首にユーモーションセンサをつけた牛

○ 今後、飼養管理、飼料の配
合割合などのデータやユー
モーションで得られたデータを
分析し経営改善に役立てるこ
と。また、指導できる人材の育
成が必要である。
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④導入に当たり活用した補助事業等（国、県）


